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 春先には鳴き声が「ただ今練習中」と思わせていた鶯も、この頃には「一丁上がり」的な感じ

で、我が家の近くで鳴いてくれます。まだひんやりした空気の残っている早朝、桜や欅の枝から

ホーホケキョとキレイな声が聞こえます。本当に和やかな気持ちになります。 

 

さて、母の日の夕方にエルミタージュの

管理事務所の南側の池にカルガモ親子がや

ってきていて、盛んに泳いでいるのが見え

ました。「雛が 11 羽いるよ」と隣で眺めて

いるオジサマが教えてくれました。「カラス

に襲われないといいんだけれど」と目を細

めながらも、心配気に呟いておられます。 

雛たちは母鳥の後に続いて、呼吸を合わせて泳ぎ、潜り、餌取りして、元気な様子を見せてくれ

ました。今年はカルガモ親子を眺められて幸せでした。もう、初夏になろうとしているのですね。 

先日、友人が「ヤマアジサイ展、推しです」とコメントをつけて大船フラワーセンターの動画

を送ってきました。とても綺麗でした。夫と一緒に早速出かけました。鎌倉アジサイ同好会の

方々の作品が展示されていました。種類が多く、鉢栽培で、小ぶりですが、一鉢一鉢、凛とした

世界を見せてくれています。「楚々として咲き、なんとなく寂しげで、侘び寂びの世界で、茶人

の趣味に適します。変幻の花、薄明の花」と同好会はコメントしておられました。 

     

 なせか、「静寂」とか、「思慮」というようなイメージが湧いてきました。花言葉は「移り気・

乙女の愛・無情」とのことです。執着心がない、サラッとした美しさを示しているのでしょうか。 

 

 

大船フラワーセンターの目下の目玉はヒスイカズラ

（左）です。宝石のような美しさと言われていますが、作

り物のように見えます。また、ジャカランタ（右）も初め

て見ました。いかにも初夏らしい爽やかさです。圧巻は

やはりバラでした。艶やかな色と爽やかな香りの中を夫

の車椅子を押しながら散策しました。 

 

 


